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■ 全数把握疾患報告

報告数
累積

報告数
報告数

累積
報告数

報告数
累積

報告数

2 20 15 117 213 1,635

2 4 3 16 29 221

1 4 3 24 65 433

1 18 7 89 142 1,286

1 15 5 66 132 1,422

■ 定点把握疾患報告数

報告数
定点

当たり

定点
当たり
(前週)

報告数
定点

当たり
報告数

定点
当たり

新型コロナウイルス感染症 10 0.43 0.87 50 0.41 8,114 2.13

インフルエンザ 1,247 54.22 60.57 5,215 42.75 157,713 41.44

急性呼吸器感染症 2,984 129.74 131.78 10,866 89.07 353,864 93.17

ＲＳウイルス感染症 13 1.00 0.69 51 0.73 1,362 0.59

咽頭結膜熱 10 0.77 0.54 41 0.59 605 0.26

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 42 3.23 1.85 434 6.20 6,143 2.66

感染性胃腸炎 164 12.62 12.77 700 10.00 18,419 7.98

水痘 3 0.23 0.00 41 0.59 683 0.30

手足口病 0 0.00 0.00 11 0.16 138 0.06

伝染性紅斑 1 0.08 0.31 12 0.17 320 0.14

突発性発しん 2 0.15 0.31 16 0.23 409 0.18

ヘルパンギーナ 0 0.00 0.00 2 0.03 33 0.01

流行性耳下腺炎 0 0.00 0.00 2 0.03 44 0.02

急性出血性結膜炎 0 0.00 0.00 1 0.04 8 0.01

流行性角結膜炎 1 0.17 0.00 14 0.54 305 0.44

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 4 0.01

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 12 0.02

マイコプラズマ肺炎 1 0.50 0.00 1 0.07 165 0.34

クラミジア肺炎 0 0.00 0.00 0 0.00 3 0.01

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 0.00 0 0.00 23 0.05

劇症型溶血性レンサ球菌感染症

侵襲性肺炎球菌感染症

結核

北九州市感染症発生動向調査感染症週報
令和８年第8週（令和8年2月16日～令和８年2月22日）

北九州市 福岡県 全国（前週）

　第８週の定点あたりの報告数は、急性呼吸器感染症で129.74、インフルエンザで54.22と前週より減少しま
したが、依然としてインフルエンザは警報レベルです。引き続き、咳エチケットやこまめな手洗いを心がけましょ
う。
　また、劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告が2件ありました。この感染症は、主にA群溶血性レンサ球菌が
原因で、発熱や悪寒、下痢などの風邪様の症状の後、急激に病状が進行し、発病後数十時間以内に筋肉や皮膚
の壊死、多臓器不全となり、死にいたることもある病気です。感染経路が不明な症例が多く、感染症発生動向調
査においては、推定感染経路として接触感染・創傷感染の記載がある届出が多くみられています。手洗いや咳エ
チケットなどの感染対策をし、けがをした場合は傷口を洗浄して、清潔にしましょう。
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令和8年2月26日

北九州市保健福祉局保健企画課

（担当：吉野、河﨑）

電話：０９３－５２２－５７２１

梅毒

※全国のデータについては、更新時期が北九州市および福岡県の翌週となるため、前週の情報を掲載しています。
○北九州市感染症情報ホームページ(https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18300149.html)もご参照下さい。

病名

北九州市 福岡県 全国（前週）

※データは速報値として公開するものであり、後日修正される場合があります。

百日咳


